
白井市で活躍する市民活動団体の情報や、コミュニティ活動に
役立つまちサポのイベント・セミナーについて発信しています。
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「地域活動、はじめの一歩」講師:鈴木亮平さん（NPO法人urban design partners balloon代表）
地域活動と言っても、なんだかいきなりは関わりにくいもの。まずは自分の「好き」からスタートしてみ
よう、というテーマで鈴木亮平さんに講演をいただきました。まず好きなことをやってみること、スタイ
ルは人それぞれ「失敗」はない、予想していた結果と違うだけ、というマインドで好きなことに取り組む
コツを教わり、柏市でのさまざまな楽しい活動事例を紹介いただきました。後半は参加者19名による
ワークショップを実施。「My Skill Card」に私の得意なこと、好きなことを数枚書いて、グループ内で
発表。今すぐにでも始められそうなプランから、楽しいまちづくりにつながるプランまで、素敵なプラン
が出てくることに感動しました。それぞれのチームでは連絡先の交換などをして、交流を始められそうな
チームもありました。仲間づくりにも役立てて、地域活動につなげていただければと思います。

＼とびこめ!夏休みワカモノNPO体験会2026／みんなで体験シェア会開催!
今年の夏休みワカモノNPO体験会は延べ60名が活動に参加し、無事終了しました。
体験したことの感想や興味を持ったことなどを参加者同士で話し合う「みんなで体験シェア会」が、
8/31（月）東庁舎1階多目的スペースにて開催されました。
シェア会には26名のワカモノが参加。体験内容や感想を語ってもらい、ボランティア証明書をまちサポ
の渡辺センター⾧から、一人一人に授与されました。その後、ワカモノ作戦会議!「みんなでしろいの
今後について考えてみよう」と言う事で、4チームに分かれて、ワークショップを行いました。今後、
地域でやってみたいことなど、参加団体の大人も加わり、熱いトークが展開されました。白井市と言え
ば「梨」なので、梨もぎ体験、おいしい梨ランキング決定戦と言った梨にちなんだ企画や子供と大人の
運動会、子供のお祭り（中高生が運営ボランティアで参加）、勉強できる環境を作る等、白井市の魅力
を掘り起こし、どう伝えるかを各チームより発表をしてもらいました。
今後、まちサポでは、若者がまちづくりについて語り合う場を定期的に開催していく予定ですので、若
い世代の方々の積極的な参加をお待ちしています!

https://shiroi-machisapo.roukyou.gr.jp

南山保育園での「こいのぼり
トンネル」に中学生と大学生
が参加しました。大きく膨ら
んだこいのぼりの中で一緒に
楽しんでいました。

みなさん、お疲れ様でした。
また、来年お会いしましょう！



「田んぼの草取り作業」緑米（もち米）を生産しているしろい
ワクワクひろばさんの田んぼにて、草取り作業が行われました。
大学生のボランティアが１名参加し、早朝からの作業でしたが、
照り付ける太陽で流れる汗をぬぐいながら、一生懸命に草取り
作業を手伝っていただきました。

毎月第３土曜日に白井駅前センターで開催している「しろい
子どもランチ会」に中学2年生、高校3年生1名の計3名がボ
ランティアとして子ども食堂のお手伝いに参加しました。夏
野菜カレー、バナナクレープは子供たちに大好評でした!

「夏まつり活動体験」午前中は、提灯付けや机、椅子の運
搬などお祭りの開場設営作業を行いました。「自分にでき
ることは何か」を考えながら、自発的に動いていた姿が印
象的でした。また、本番では協賛者名取付や本部席での忘
れ物対応などの体験をしました。

「スポーツ水鉄砲協会」による「白井スポーツ水鉄砲攻城
戦2026」に中学生から高校生、大学生まで10名以上の若
者がボランティアで参加しました。白井市の夏の名物「白
井スポーツ水鉄砲攻城戦」イベントには、今年も親子合わ
せて200名以上が参加。梅雨明けした青空のもと、子ども
たちが大きな歓声を上げていました。

「神崎川夏休み親子観察会」観察会に参加した親子
へのサポートや、生きものの集計・記録などのNPO
体験に大学生1名が参加しました。1時間ほど採集し
た後、水そうに入れて観察、集計、記録を行いまし
た。

「くじ・光物の販売体験」大きな声で「いかがですかー!」と元
気に商品をおすすめして、お祭りを一気に盛り上げていました。
買ってくれた小さなお子さんの体に早速グッズを付けてあげたり
と気配りもバッチリでした。また、会計担当の子たちも、金額を
間違えないように真剣な表情で取り組んでいました。

『水草バスターズin平塚』
北総地域の環境を保全、再生する活動を続けているNPO法人
しろい環境塾が行う、特定外来水生植物「ナガエツルノゲイ
トウ」の駆除活動に、たくさんの小中高生とファミリーが参
加しました。白井高校からも女子生徒１名が参加してくれま
した。

「親子でおめかし夏祭り準備Day」女の子はネイル体験、セルフ
メイクやヘアアレンジのレクチャーを楽しそうに受けていまし
た。男の子は興味津々、DJ体験ブースでリズムに合わせて、
「キュッキュッ」と音を鳴らす技「スクラッチ」を楽しんでい
ました。浴衣の着付けブースも設けられ、そのままお祭りに行
く姿に変身!ボランティアで参加した中学・高校・専門学校生
の6名は大忙し!とても積極的にお手伝いをしていただきました。

西白井コミュニティプラザにて、まんぷく
食堂主催によるフードパントリーのため、
5名の中・高生のボランティアの皆さんが
仕分け作業のお手伝いを体験しました。

白井市桜台センターにて「ダイアモンドアートのコースター
作り講習会」が開催され、３人の高校生がボランティアとし
て参加ました。

印西市のコスモスパレットⅡ芸術ホールにて「あっちゃん
も、」朗読上映会＋平和のミニコンサートが開催され、中学
生４名と大学生１名の５名がボランティアで参加しました。

冨士センターで、しろいdeあそ部のボードゲーム会に中学生３人、
大学生1人のボランティアが参加しました。
ボードゲームの参加者は14人で３つの班に分かれて、11種類の
ゲームを楽しみました。特にジェスチャーゲームはなかなか答え
に辿り着かない場面もありましたが、大いに盛り上がりました!

保健福祉センターにておもしろいタウン主催の「おもしろい
タウン子どもスタッフ会議」が開催されました!
8名の市内在住の中・高・大学生が子どもたちのサポートを行
いました。子どもたちに寄り添った声かけや前向きな言葉を
かけ、お店のアイデア出しを手助けしていました。


